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�この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。�
このデスクは組立式になっておりますので、下記の要領で組み立ててください。�
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。�

システムデスク（HDL-110）組立説明書�

�

完成図� 組立て部品�

1 ボルトに天板、フレームを差し込みます。�
�

★用意していただくもの・・・・・�
手袋（組み立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください。）�
�
�

�

� �デスクの天板を裏返す事によって2通りの形状になります。�
使用環境に合わせて組み立てて下さい。�

フレーム×1個�

ボルト×4個�

アジャスター×4個�
レッグフレーム�×4本�

総耐荷重40Kg
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天板×1枚�

このデスクはA・B2通りの使い方が出来ます。�
用途に合わせて組み立てて下さい。�

デスク�

座デスク�

デスクとして使用する場合�

※真上から見た図�

裏返す�
天板�

フレーム�

ボルト�

フレームのスペーサーがずれたり外れたり�
している場合は下図の様にはめ直して下さい。�

フレームとスペーサーの穴が合うように�
はめ込みます。�

この面が完成時裏面になります。�

※天板、フレームの穴を、下に置いたボルトに通します。�

スペーサー�

スペーサー�

穴�



突き出たボルトにレッグフレームを取り付けます。�
アジャスターを取り付けて完成です。�

2 ボルトに天板、フレームを差し込みます。�
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レッグフレームを分解します。�

1

突き出たボルトにレッグフレームを取り付けます。�32 アジャスターを取り付けて完成です。�4

デスクとして使用する場合の続き� 座デスクとして使用する場合�

※レッグフレームを回して強く締め込みます。�

※レッグフレームを回して強く締め込みます。�
※回して外します。�分割できない2本は�

使いません。�

ジョイントボルトを�
外します。�

レッグフレームを2つに�
分割します。�

天板�

フレーム�

レッグフレーム�

ボルト�

フレームのスペーサーがずれたり外れたり�
している場合は下図の様にはめ直して下さい。�

フレームとスペーサーの穴が合うように�
はめ込みます。�この面が完成時裏面になります。�

※天板、フレームの穴を、下に置いたボルトに通します。�

スペーサー�

スペーサー�

穴�

分割したレッグフレーム�

アジャスター�

アジャスター�


